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ー 情報化としての屋外ナビゲーション ー
豊かさの変化

（感性価値）

地域社会システム

社会生活の価値変化

市民（人間）資本

社会資本 自然資本

共生
自律

協調（協働）

社会生活の豊かさ （感性価値）に対する変化や将来に向けた
環境等に対する考え方の変化が生じている。

分散

ユニバーサルコミュニケーション社会に向けて

情報・コミュニケーション支援による橋渡し

ユニバーサルコミュニケーション社会の確立

“ i ” から考える

人間中心・受容 (social ) inclusion
新しいしくみ、観点 innovation (for normalization)

多様な豊かさ（感性価値）における
利用者視点

〔高齢者・障害者・外国人等〕

情報サービス利用の変化

いつでも、どこでも、だれでも

ユニバーサル性

今だけ、ここだけ、あなただけ

パーソナル性

・リアルタイム、特定場所での情報提供

・利用者属性に応じた情報内容

・利用者が選択できる情報インター

フェース

スマートフォンの普及

SNSの普及



I o T 時代の到来

地域IoT実装推進タスクフォース（第1回）（H28.9.29)資料より引用 Ｈ２４年度情報通信白書より引用、転載・改変

情報提供（公開）と
オープン化の違い

〔データ提供者として〕
情報公開と異なり、保
有するデータを二次利
用が可能な形（情報流
通が容易な形）で公開
する。

⇒ データの拡散性

〔データ活用として〕
・政策決定支援
・アカウンタビリティ確保
・サービスの効率化

⇒ データ保有と
サービスの分離

オープンデータ

ビッグデータとオープンデータ

官民データ活用推進基本法制定の背景

内閣官房資料「官民データ活用推進基本法について」（H29．3）より引用、改変

地理空間情報活用推進基本法

ユニバーサルデザイン 2020 行動計画

情報化による新たな地域経済活動の展開（１）

APPLIC講演会（2017．6．14）上田祐司氏講演資料より引用、加筆

データオープン化、データ収集・登録によるユーザ・提供者間における

⇒ 情報マッチングサービスビジネス



情報化による新たな地域経済活動の展開（２）

東洋経済online（ http://toyokeizai.net/articles/-/107473 ）より引用、加筆

ＡＰＩエコノミー（APIオープン化）による新・経済圏の生成

アプリケーション、提供サービス間における

⇒ 連携・組み合わせビジネス

公共交通、運送サービス、
観光サービス、シミュレーシ
ョンサービス、課金・決済サ
ービス等の異業種サービス
の連携

〔課題：API整合〕

セキュリティ、認証、トラフ
ィック管理、利用制限、課金
、性能管理、ポリシー管理、
テスト環境の用意等

※API（Application Programming Interface）
クラウド化

ネットワーク基盤

データ蓄積

個別アプリ

センシングアプリ

地域情報システム

ユーザ指向の総合的な情報流通の考え方（役割分離）

東京大学 空間情報科学研究センター
「地理空間情報プラットフォーム」共同研究関連資料より、引用改変

データ利用

データ利用

デジタルアーカイブ

〔データ・位置情報〕

統合DB 統合型GIS-DB

オープン化

情報流通プラットフォーム
・地域情報プラットフォーム
・G空間情報プラットフォーム スマート化

データ蓄積

個別アプリ

システムの階層化・分散化

データベース・アプリケーション
分離開発・提供

経済化
コスト低減

自前主義から
の脱却

まちづくりの情報化における開発・提供アプローチ

処理・解決手段としての、

A I

情報流通・相互活用としての

データ・APIのオープン化

基盤ツールとしての

「ICT」、「IoT」、「GIS」

ユーザ利便性・
多様性確保

信頼性確保

【技術的考え方】

地域社会情報システムの総合的しくみづくり

地域・広域連携

・システム経済化
・情報流通の広域化

サービスデザイン

・ユーザ指向サービス
・リアルタイム性
・シームレス性

市民・行政・企業連携

・市民参画
・地域活性化

地域情報流通基盤
地域ネットワーク、地域情報プラットフォーム、Ｇ空間プラットフォーム

オープンデータ、オープンAPI、GISデータ

地域クラウド

オープン性の確保



LAN
WAN

情報提供・属性管理

可変情報掲示板
（デジタルサイネージ）

PAN

変換

【外国人】

〔文字・画像表示〕
〔外国語〕

ユーザー属性

ユニバーサル・コミュニケーション

PAN

変換

【高齢者】
【要援護者】

ユーザー属性

〔拡大文字表示〕
〔骨伝導〕
〔シンボル〕

（利用者属性に個々に対応した提供・表示）

公共空間における利用者に優しい情報提供

事故・緊急情報

（時間経過に対応した可変情報
の提供・表示）

地理空間情報の提供

①識別系サイン

②空間系サイン

③方向系サイン

何か？
施設名、地物名、
窓口（機能）名等

固定サイン・表示

どこか？
住所、地区名、道路名等
（IDとして緯度・経度）

どこへ？
誘導、目的地等
（基礎情報として方位）

ナビゲーション

統合DB

PAN: Personal Area Networks

リアルタイム・コミュニケーション

屋外ナビゲーションとしての課題と方向性

移動時における人と車（マルチモーダル）のナビゲー
ションの必要性とノード（空港、駅等）とリンク（航空路、
鉄道、バス等）の役割、連携性の担保

（１）ユーザ指向システム
・障害多様性インターフェース
・目的完結性、シームレス性、リアルタイム性
・地域性（障害の社会モデルとしての必要性）

（２）総合的な情報流通
・オープン化（オープンデータ、オープンAPI）
・共通基盤、分野連携、事業者間連携

（３）ハードとソフトの融合
・インフラ、端末と人との関わり（社会受容性）

〔技術的キー要素〕

（１）空間情報整備
・G空間情報、屋内デジタル地図

（２）高精度、屋内測位技術
・GNSS、ネットワーク測位、ビーコン

（３）情報収集方法の確立
・プローブデータ、ユーザ投稿

（４）（ヒューマン）インターフェース
・情報属性：外国人、障害者）

（５）マルチ通信技術とインフラ整備
・WiFi、LTE、専用通信、PAN

まとめとして

◆地理空間情報をキーとした官民データ活用へ
・継続的な信頼性ある基本データ整備

・シームレス性、相互運用性（APIオープン化）の確保へ

◆ユーザ指向サービスへの展開
・障害特性の多様性への対応

・障害の社会モデルとしての総合的サービス連携

・ユーザ視点でのデータ活用と個人情報保護の確立

社会として、市民と連携した仕組みづくりへ

〔本件お問い合わせ・連絡先〕
筑波技術大学 産業技術学部
須田 裕之 e-mail： suda@a.tsukuba-tech.ac.jp


